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研究成果の概要（和文）：本研究では，様々な分野ですぐれた結果を出している深層学習を利用した特徴選択を
行える新たな層モデルを提案した．提案した手法は，使用するネットワークモデルの入力層の次に，各特徴と１
対１にユニットを配置した特徴選択層と呼ばれる層を追加し，訓練データを用いて学習を行う．これにより，対
象としているタスクにおいて，そのタスクに有効に作用する特徴に対応するユニットの重みが大きくなり，不必
要な特徴の重みが小さくなることが期待できる．したがって，この重みの値を利用することで，対象タスクに有
効な特徴の選択をすることができる．

研究成果の概要（英文）：In this study, I propose a new layer model for feature selection using deep 
learning, which produces excellent results in various fields. The proposed method adds a layer 
called a feature selection layer in which units are arranged on a one-to-one basis with each feature
 to the input layer of the network model used, and performs learning using training data. As a 
result of learning, it is expected that the weight of the unit corresponding to the feature which 
effectively acts on the task increases and the weight of the unnecessary feature decreases in the 
target task. Therefore, by using the value of this weight, it is possible to select effective 
features for the target task.

研究分野： パターン認識

キーワード： 特徴選択

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で提案した特徴選択手法を利用することで，従来の手法では非常に難しかった，超高次元のデータに対し
ても特徴の選択をすることが可能になった．これにより，例えば，数千を超える特徴集合の中から，注目してい
る識別タスクに有効に作用する重要な特徴を選別することが可能になり，これまで以上に探索的データ解析にお
ける新たな知見が得られる可能性を見出した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
計算機技術の発展に伴い，高速な中央演算処理装置や十分な容量の記憶装置を安価に利用でき
るようになってきた．さらに，ネットワーク技術の進歩から世界中の情報がオンデマンドで簡単
に手に入るようになってきている．このような技術革新の結果，扱われるデータの規模が徐々に
大きくなってきており，大規模なデータ(Big Data) の効果的な解析手法の確立が望まれている． 
これまで，機械学習やデータマイニングと呼ばれる分野において，「識別系において如何に高精

度な識別規則を生成するか」という点に焦点を当て，多くの識別アルゴリズムの報告がなされて
いる．この観点からは，深層学習の発展に伴い，素晴らしい成果が報告されている．しかしなが
ら，我々が日々蓄積していくデータの規模は爆発的に増大しており，計算機性能の向上スピード
以上の早さで増えている．したがって，そのようなデータの量をなるべく少なくする技術が今後
必要となると予想できる．そこで，本研究では識別系の全段階にある前処理部に焦点を当て，大
量な特徴を持つデータから，識別に有効な特徴を選択・解析する問題について考える 
 
２．研究の目的 
 
これまでに提案されてきている代表的な特徴選択・解析のアルゴリズムでは，データの持つ特徴
の数が増えるにつれて，計算量が膨大になり現実問題として最適な特徴の組を取り出すことが
難しく，処理能力の高い計算機を何台も並列化させ何日も実行して始めて結果が出る場合もあ
る．しかしながら，あらゆる状況でそのような計算機環境や人的コストを求めることは現実的に
は不可能であり，単体の計算機および，ごく僅かな人的パワーでデータを処理・解析できること
も重要な点である．したがって，本研究の目的は，識別系に送られるデータを適切に処理可能な
「大規模データに対しても有意に動作する特徴選択フレームワークの解析・開発」を行うことで
ある． 
 
３．研究の方法 
 
図１のような入力に対し1 対1 の関係で
重みを乗算した値を出力する層を提案す
る．各入力に乗算される重みは学習の際
に誤差逆伝播によって更新されるものと
する．重みに応じて後段のネットワーク
への入力は変化することから, 特徴選択
層は特徴量を擬似的に選択する機能を持
つといえる. また, 重みは誤差逆伝播によ
って逐次更新される. 学習後, 重みの絶対
値の大きい特徴量は後段のネットワーク
で出力を得るために有効な働きをしてい
ると考えられる. 一方で絶対値の小さい
重みとなった特徴量は出力に対しあまり
貢献していないと考えられる. 
 
 
４．研究成果 
 
提案した特徴選択層の機能を検証するため, 結果が既知である人工的なデータセットでの実験を行
った．目的変数  を式(1)のように決定した回帰問題を利用して特徴選択層の機能を検証した. デー
タセットとして説明変数に値域が    である10 次元のデータ          をランダムに
1000 個生成した．目的変数は10個の変数のうち5個のみと関連しており，残りの5個は目的変数の決
定に無関係な変数（ノイズ）である． 
 
 
 図２に学習後の特徴選択層の重みのヒートマップを示す．図が示している通り，目的変数に関連
がある   から   までの特
徴の重みが大きくなってお
り，それ以外の特徴の重み
が小さくなっていることが
確認できる．また，線型的
な関係だけでなく，非線形
な関係を持つ特徴量も捉え
られていることがわかる．
このことから，特徴選択層
によって各特徴量に付加さ

図 1 特徴選択層の構造 

図 2 各特徴の重要度の可視化 



れる重みは，後段のネットワークによって処理されるタスクにおける，各特徴量の重要度を表して
いると考えられる． 
 本研究で提案した特徴選択層はネットワークで利用される特徴量に対して，正しく重み付けを行
えることが確認できた．本研究は，探索的に行う従来の特徴選択とは異なり，ネットワークの学
習を取り入れた新たなアプローチである．したがって，非常に優れた識別性能を持つ深層学習
において，特徴選択層を利用することで，これまでとは異なる特徴量を探索することができる
可能性がある．また，従来の方法では，探索が不可能な超高次元データの場合でも，特徴の重
要度の判定が行うことができ，医療データなどへの応用も期待できる． 
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